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戦
後
地
域
社
会
に
お
け
る
基
地
問
題
の
生
成
と
展
開

―
伊
丹
航
空
基
地
と
そ
の
周
辺
地
域
を
事
例
に
―

本 

井　

優 

太 

郎

キ
ー
ワ
ー
ド
：
伊
丹
航
空
基
地
／
拡
張
問
題
／
風
紀
取
締
／
国
際
空
港
化
／
住
民
運
動

は
じ
め
に

日
本
現
代
史
研
究
に
お
い
て
、
米
軍
基
地
が
も
た
ら
す
社
会
問
題
＝
基
地
問
題
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
豊
富
な
蓄
積
が

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
一
般
に
名
が
知
ら
れ
て
い
る
内
灘
闘
争
や
砂
川
闘
争
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
事
例
の
発
掘
が
進
ん
で
い
る
）
1
（

。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
米
軍
施
設
の
設
置
・
移
設
・
拡
張
を
巡
る
問
題
や
、
基
地
の
返
還
を
求
め
る
運
動
に
関
心
が
集
中
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
如
上
の
問
題
が
周
辺
地
域
に
と
っ
て
一
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
軽
視

す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
だ
が
、
実
際
の
周
辺
地
域
で
は
、
設
置
・
拡
張
問
題
や
返
還
闘
争
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
生
起
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
今
後
は
そ
れ
ら
を
抽
出
し
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
作
業
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
）
2
（

。

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
研
究
が
皆
無
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
特
に
売
買
春
な
ど
の
風
紀
問
題
に
関
し
て
は
、
平
井
和
子
の
研
究
な
ど
一
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定
の
蓄
積
が
あ
る
）
3
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
風

紀
問
題
が
地
域
社
会
に
与
え
た
影
響
や
、
そ
の
他
の
基
地

問
題
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
。

ま
た
、
沖
縄
に
つ
い
て
も
基
地
へ
の
抵
抗
と
受
容
の
相
克

や
労
働
力
編
入
の
あ
り
方
な
ど
多
く
の
論
点
が
提
示
さ
れ

て
い
る
）
4
（

。
そ
れ
に
比
し
て
、
本
土
の
事
例
に
関
す
る
研
究

は
立
ち
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
と
い
え
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
戦
後
地
域
社
会
に
お
け
る

基
地
問
題
の
生
成
・
展
開
過
程
を
時
間
軸
に
即
し
て
再
構

成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
基
地
問

題
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
際
の
論
点
を
提
供
し
て
み
た

い
。
扱
う
対
象
は
、
伊
丹
航
空
基
地
（
現
在
の
大
阪
国
際

空
港
）
及
び
同
基
地
が
所
在
す
る
大
阪
府
豊
中
市
・
同
池

田
市
・
兵
庫
県
伊
丹
市
の
三
市
で
あ
る
（
図
1
）。
時
期

は
、
伊
丹
航
空
基
地
が
発
足
す
る
敗
戦
直
後
か
ら
、
拡
張

問
題
が
決
着
す
る
一
九
六
〇
年
代
初
頭
ま
で
と
す
る
。
伊

丹
航
空
基
地
に
つ
い
て
は
、
各
市
の
自
治
体
史
で
概
要
が

図1　伊丹航空基地及び周辺地域（1953年）
国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図（「伊丹」1953年版）より作成。地名・学校名については、
本稿と関わるもののみ記載し、縮尺も原図から変更した。

北伊丹駅

伊丹駅
阪急伊丹駅

池田市

伊丹市

阪

急

宝

塚

線

線

福

知

山

中村

西桑津

森本

神津小学校

伊丹航空基地

下河原

刀根山

北今在家

中之島

北轟木

宮
之
前

蛍
池

梅
ノ
木

蛍
池
小
学
校

箕
輪

走
井

勝
部

岩
屋

阪
急
伊
丹
線

原
田

豊
中
市

蛍
池
駅

2



戦後地域社会における基地問題の生成と展開

記
さ
れ
て
い
る
が
）
5
（

、
こ
れ
ら
は
一
市
か
ら
の
み
の
分
析
に
偏
り
が
ち
で
、
三
市
の
動
向
を
全
体
と
し
て
捉
え
る
視
点
が
不
足
し
て
い
る
。

伊
丹
航
空
基
地
の
起
源
は
、
一
九
三
九
年
一
月
に
民
間
飛
行
場
と
し
て
開
場
し
た
「
大
阪
第
二
飛
行
場
」
に
求
め
ら
れ
る
。
同
飛
行
場

は
翌
四
〇
年
に
軍
用
飛
行
場
と
な
り
、
四
一
年
九
月
に
は
民
間
航
空
機
の
飛
行
が
廃
止
さ
れ
る
。
数
度
の
拡
張
を
経
て
敗
戦
を
迎
え
）
6
（

、
直

後
に
米
軍
に
接
収
さ
れ
伊
丹
航
空
基
地
が
発
足
す
る
。
五
八
年
三
月
に
同
基
地
は
返
還
さ
れ
大
阪
空
港
と
な
り
、
更
に
翌
年
七
月
に
は
国

際
空
港
化
が
実
現
す
る
。
占
領
期
に
米
軍
基
地
と
な
り
、
返
還
後
に
民
間
空
港
と
し
て
再
出
発
し
た
例
と
し
て
は
、
名
古
屋
飛
行
場
や
調

布
飛
行
場
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
中
で
も
最
大
規
模
の
空
港
で

あ
る
大
阪
国
際
空
港
は
、
ケ
ー
ス
・

ス
タ
デ
ィ
と
し
て
ま
た
と
な
い
事
例

と
い
え
よ
う
。

周
辺
三
市
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お

こ
う
。
表
1
に
一
九
五
五
年
時
点
の

三
市
の
産
業
別
人
口
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
市
に
共
通
す
る

特
徴
と
し
て
、
①
農
業
人
口
が
全
体

の
一
〇
％
前
後
、
②
製
造
業
従
事
者

数
が
最
多
、
③
第
三
次
産
業
従
事
者

数
が
比
較
的
多
数
、
の
三
点
が
指
摘

表1　基地周辺三市の産業別人口（1955年）
職　業 伊丹市 豊中市 池田市
農　業 3,644 4,131 1,926 

林業・狩猟業 6 9 35 
漁業・水産養殖業 1 8 0 

鉱　業 60 164 25 
建設業 958 2,422 970 
製造業 10,567 14,972 4,799 

卸売・小売業 3,716 10,352 4,576 
金融・保険・不動産業 749 2,921 1,021 
運輸・通信・公益事業等 1,609 3,706 1,631 

サービス業 3,381 7,915 3,606 
公務員 3,670 1,823 878 
その他 4 2 0 
計 28,365 48,425 19,467 

伊丹市企画部『伊丹市の人口』（伊丹市、1967年）、『豊中市史』
第四巻（豊中市、1963年）、『新修池田市史』第四巻、『大阪府統
計年鑑 昭和三十三年版』より作成。

表2　伊丹市の就業別人口の推移
職　業 1950年 1955年 1960年 1965年
農　業 2,938 3,644 3,333 2,605 

林業・狩猟業 7 6 9 8 
漁業・水産養殖業 3 1 4 2 

鉱　業 7 60 47 13 
建設業 872 958 2,361 3,754 
製造業 9,353 10,567 17,745 27,324 

卸売・小売業 2,745 3,716 5,739 9,026 
金融・保険・不動産業 405 749 1,196 2,056 
運輸・通信・公益事業等 1,398 1,609 2,231 3,533 

サービス業 1,951 3,381 4,642 7,559 
公務員 1,292 3,670 3,705 4,594 
その他 40 4 4 25 
計 21,011 28,365 41,016 60,499 

『伊丹市の人口』より作成。
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で
き
る
。
三
市
と
も
に
阪
神
両
市
の
近
郊
に
位
置
す
る
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、
人
口

規
模
の
差
こ
そ
あ
れ
、
い
ず
れ
も
大
都
市
近
郊
の
中
小
都
市
と
理
解
し
て
お
け
ば
良

い
だ
ろ
う
。
伊
丹
市
を
例
に
産
業
別
人
口
の
推
移
を
み
て
み
る
と
、
製
造
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
へ
の
従
事
者
が
増
加
す
る
一
方
、
農
業
人
口
は
微
減
し
て
い
る
（
表
2
）。

他
の
二
市
に
つ
い
て
は
統
計
が
確
認
で
き
な
い
が
、
概
ね
伊
丹
市
と
同
様
の
傾
向
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
市
議
会
の
構
成
は
三
市
と
も
に
保
守
系
無
所
属
の
議
員
が
多

数
を
占
め
、
革
新
系
議
員
は
全
議
席
中
六
分
の
一
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
傾
向
は

本
稿
の
対
象
時
期
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
る
。

　
　

一　

伊
丹
航
空
基
地
の
発
足
と
基
地
問
題

　
　
　
　

1
、
基
地
発
足
当
初
の
状
況

敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
九
月
、
伊
丹
飛
行
場
は
米
軍
に
接
収
さ
れ
伊
丹
航
空
基

地
（Itam

i A
ir Base

）
と
な
り
、
翌
月
に
は
第
三
一
〇
爆
撃
航
空
団
が
進
駐
し
て

い
る
。
基
地
内
に
は
司
令
部
・
管
制
塔
・
兵
舎
の
他
に
、
野
球
場
・
体
育
館
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
な
ど
の
娯
楽
施
設
も
整
備
さ
れ
た
）
7
（

。
米
軍
関
係
施
設
の
建
築
は
基
地
の
外

に
も
及
び
、
豊
中
市
刀
根
山
地
区
や
伊
丹
市
梅
ノ
木
地
区
に
は
将
兵
用
の
住
宅
地
が

建
設
さ
れ
た
。
進
駐
か
ら
程
な
く
し
て
、
周
辺
地
域
は
「
基
地
の
街
」
の
様
相
を
呈

表3　池田市内で発生した米軍車両による交通事故（1946～50年）

年 月 /日 被害者 事故の概要性別 年齢 被害
1948 4/10 女 68 即死 歩行中、米軍車両がひき逃げ

5/25 男 2 死亡 歩行中、米軍車両がひき逃げ

9/17 男 21 重傷 米軍車両と自動三輪の衝突男 50 重傷
11/15 女 70 即死 自宅前にいた際、米軍車両が突っ込む

12/31 女 18 即死 歩行中、米軍車両がひき逃げ女 20 重傷
1949 2/12 男 17 即死 自転車で走行中、米軍車両がひき逃げ

3/12 男 47 重傷 荷車を曳行中、米軍車両が衝突
4/30 女 79 不明 歩行中、米軍車両が前方から接触
5/14 女 32 軽傷 歩行中、米軍車両がスリップ
6/16 男 42 不明 自転車で走行中、米軍車両が接触
2/11 男 11 軽傷 歩行中、米軍車両がひき逃げ

「池田市内の占領軍による事故・事件」（『新修池田市史』第四巻、142頁）より作成。
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戦後地域社会における基地問題の生成と展開

し
始
め
た
の
で
あ
る
。

基
地
の
発
足
当
初
に
あ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
周
辺
住
民
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
た
だ
し
、

い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
が
米
軍
車
両
や
兵
士
に
よ
る
事
故
・
事
件
で
あ
る
。
池
田
市
を
例
に
挙

げ
て
み
よ
う
）
8
（

。
同
市
で
は
一
九
四
六
年
一
月
二
八
日
に
米
軍
機
が
突
如
炎
上
・
墜
落
し
、
墜
落
地
点
の
民
家
が
焼
失
し
て
い
る
。
ま
た
、

最
も
多
発
し
た
の
は
米
軍
車
両
に
よ
る
交
通
事
故
で
あ
っ
た
。
表
3
に
示
し
た
よ
う
に
、
四
六
年
〜
五
〇
年
の
間
に
、
少
な
く
と
も
一
一

件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
他
に
も
、
四
六
年
九
月
に
は
泥
酔
し
た
米
軍
兵
士
が
市
内
の
麻
雀
店
で
客
に
暴
行
を
加
え
、
店
内
の
設
備

を
破
壊
し
て
逃
走
す
る
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
。
豊
中
・
伊
丹
両
市
も
似
た
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
政
府
は
、
一
九
四
七
年
一
月
の
閣
議
に
お
い
て
、
占
領
軍
の
過
失
に
よ
る
車
両
事
故
や
家
屋
火
災
な
ど
を
補
償
の
対
象
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
更
に
五
一
年
一
二
月
の
閣
議
で
は
、
対
象
を
占
領
軍
の
船
舶
事
故
・
航
空
機
事
故
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、

池
田
市
の
場
合
、
先
述
し
た
航
空
機
墜
落
事
故
を
除
き
補
償
が
実
施
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
墜
落
事
故
に
つ
い
て
も
、
被
害
の
見
積
額
が

家
屋
二
〇
万
円
・
家
財
三
五
万
六
千
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
実
際
の
補
償
額
は
家
屋
一
万
円
・
家
財
五
千
円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
国
政

レ
ベ
ル
で
の
議
論
と
は
裏
腹
に
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
な
補
償
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
伊
丹
航
空
基
地
の
駐
留
兵
数
が
大
幅
に
増
加
す
る
）
9
（

。
そ
れ
に
伴
い
、
正
面
ゲ
ー

ト
の
あ
る
豊
中
市
蛍
池
地
区
で
は
風
俗
店
の
営
業
や
売
買
春
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
取
締
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
豊
中
市

は
五
一
年
一
月
に
「
街
路
等
に
お
け
る
売
春
勧
誘
行
為
等
の
取
締
条
例
」（
以
下
、
旧
条
例
と
記
す
）
を
可
決
し
て
い
る
。
加
え
て
軍
用

機
の
離
着
陸
の
増
大
に
よ
る
騒
音
も
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
五
〇
年
九
月
に
は
豊
中
市
勝
部
地
区
の
自
治
会
か
ら
市
及
び
大
阪
調

達
局
に
対
し
て
、
軍
用
機
の
減
便
を
求
め
る
請
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
伊
丹
航
空
基
地
の
周
辺
地
域
で
は
、
基
地
の

発
足
直
後
か
ら
い
く
つ
か
の
基
地
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
住
民
の
生
活
に
と
っ
て
脅
威
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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2
、
拡
張
問
題
と
反
対
運
動

一
九
五
一
年
一
〇
月
、
米
軍
の
指
示
を
受
け
た
大
阪
調
達
局
に
よ
っ
て
伊
丹
航
空
基
地
周
辺
の
測
量
が
実
施
さ
れ
た
。
測
量
後
数
ヶ
月

間
の
状
況
に
関
し
て
は
、
五
二
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
池
田
市
議
会
に
お
け
る
市
助
役
の
発
言
に
詳
し
い
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
池
田
市
当

局
の
動
向
を
中
心
に
、
拡
張
問
題
が
明
る
み
に
出
る
ま
で
の
経
過
を
追
跡
す
る
）
10
（

。
測
量
の
発
覚
後
、
市
当
局
は
ま
ず
大
阪
調
達
局
へ
真
偽

を
問
合
せ
、
次
い
で
基
地
へ
出
向
し
駐
留
米
軍
の
責
任
者
か
ら
事
情
を
聴
取
し
た
。
そ
の
際
基
地
側
は
、
測
量
は
老
朽
施
設
の
移
転
新
築

に
か
か
る
敷
地
調
査
で
あ
り
、
拡
張
の
意
図
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
二
年
一
月
に
大
阪
調
達
局
か
ら
三
市
に
対
し
「
上

の
方
か
ら
の
命
令
」
に
よ
り
「
飛
行
場
の
周
辺
二
キ
ロ
を
測
量
す
る
」
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。
市
当
局
は
再
び
基
地
に
赴
き
事
実
確
認
を

行
っ
た
。
こ
の
時
も
基
地
側
は
「
あ
な
た
の
方
の
日
本
の
土
地
を
無
断
で
や
る
（
筆
者
注
・
拡
張
す
る
）
よ
う
な
こ
と
は
ソ
連
の
国
よ
り

他
に
は
な
い
じ
や
な
い
か
」
と
回
答
し
て
拡
張
を
否
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
月
末
日
に
な
り
「
飛
行
場
の
東
の
方
の
境
界
線
か
ら
六
十

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
の
分
を
多
少
拡
張
す
る
」
計
画
が
市
に
通
達
さ
れ
た
。
拡
張
区
域
は
、
豊
中
（
蛍
池
・
箕
輪
・
走
井
・
勝
部
）・
池

田
（
北
轟
木
・
今
在
家
・
宮
之
前
）・
伊
丹
（
岩
屋
・
下
河
原
）
の
計
九
地
区
に
及
び
、
農
地
約
九
〇
万
㎡
（
豊
中
五
三
万
㎡
・
池
田
二

〇
㎡
・
伊
丹
一
七
万
㎡
）
が
接
収
対
象
と
さ
れ
た
）
11
（

。
周
辺
地
域
の
人
々
が
事
態
を
十
分
に
把
握
で
き
な
い
中
で
拡
張
計
画
は
具
体
化
し
た

の
で
あ
る
。

拡
張
が
現
実
味
を
増
す
に
つ
れ
、
三
市
で
は
拡
張
反
対
の
機
運
が
高
ま
り
始
め
る
。
ま
ず
五
月
三
〇
日
に
豊
中
市
議
会
、
次
い
で
六
月

一
七
日
に
池
田
市
議
会
、
更
に
同
二
一
日
に
伊
丹
市
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
拡
張
反
対
意
見
書
を
採
択
し
た
。
伊
丹
市
で
は
市
長

名
義
の
意
見
書
も
作
成
し
、
六
月
九
日
に
関
係
当
局
へ
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
見
書
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
拡
張
が
農
民
の
生
活

を
危
機
に
陥
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
豊
中
市
議
会
の
意
見
書
で
は
、
拡
張
区
域
に
は
市
内
耕
地
に
注
ぐ
灌
漑
用
水
路
が
含

6
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ま
れ
る
た
め
、
拡
張
が
実
施
さ
れ
た
場
合
「
此
の
重
要
水
路
に
依
る
引
水
不
可
能
と
な
り
五
百
町
歩
に
亘
る
耕
地
の
水
稲
作
付
は
出
来
な

く
、
付
て
は
関
係
部
落
三
十
有
余
、
農
家
戸
数
二
千
戸
、
其
の
人
口
約
一
万
名
は
生
活
の
脅
威
を
直
ち
に
受
け
る
」
と
さ
れ
て
い
る
）
12
（

。
池

田
市
議
会
の
意
見
書
も
、
拡
張
に
よ
り
「
農
家
一
〇
六
戸
、
家
族
六
一
〇
余
人
は
直
に
生
計
が
維
持
で
き
ず
転
業
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

上
、「
資
金
そ
の
他
凡
ゆ
る
面
か
ら
転
業
も
出
来
難
」
い
と
し
て
い
る
）
13
（

。
同
じ
く
伊
丹
市
の
意
見
書
で
も
「
現
在
農
耕
に
従
事
し
て
ゐ
る

農
民
は
既
に
他
に
職
を
転
ず
る
能
力
の
な
い
者
が
大
部
分
」
で
あ
り
、「
今
若
し
拡
張
の
た
め
に
転
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、
之
等

の
人
々
は
当
然
社
会
の
落
伍
者
に
転
落
し
て
ゆ
く
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）
14
（

。

市
議
会
で
の
決
議
を
皮
切
り
に
反
対
運
動
は
拡
大
し
、
三
市
に
よ
る
共
闘
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
六
月
二
五
日
に
は
三
市
長
を

理
事
と
し
て
伊
丹
飛
行
場
拡
張
反
対
期
成
同
盟
会
（
以
下
、
期
成
同
盟
と
記
す
）
が
結
成
さ
れ
た
）
15
（

。
一
方
、
住
民
の
間
で
も
農
業
委
員
会

や
婦
人
会
が
中
心
と
な
っ
て
拡
張
反
対
を
呼
び
か
け
、
七
月
初
旬
の
時
点
で
約
二
万
四
千
名
分
の
反
対
署
名
を
集
め
て
い
た
）
16
（

。
七
月
六
日

に
期
成
同
盟
は
反
対
署
名
を
携
え
て
上
京
し
外
務
省
な
ど
に
提
出
し
た
。
し
か
し
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
日
米
合
同
委
員
会
飛
行
場
小
委

員
会
に
お
い
て
伊
丹
航
空
基
地
が
拡
張
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
期
成
同
盟
は
関
係
方
面
へ
の
陳
情
を
継
続
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
）
17
（

。
ま
た
、
同
時
期
に
は
労
働
組
合
・
農
民
組
合
の
動
き
も
活
発
化
し
て
お
り
、
八
月
に
は
京
阪
神
各
労
組
や
関
西
農
民
組
合
共
同

闘
争
委
員
会
が
中
心
と
な
り
伊
丹
基
地
拡
張
反
対
労
農
連
絡
協
議
会
を
結
成
し
て
い
る
）
18
（

。
同
会
は
反
軍
事
基
地
闘
争
の
立
場
か
ら
拡
張
問

題
に
取
り
組
み
、
独
自
に
拡
張
区
域
住
民
と
接
触
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
19
（

。

こ
う
し
た
中
で
事
態
は
急
展
開
す
る
。
こ
の
間
、
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
い
て
も
伊
丹
航
空
基
地
の
拡
張
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
現

地
視
察
を
行
っ
た
大
阪
府
選
出
議
員
か
ら
は
、
拡
張
に
対
し
て
慎
重
な
意
見
も
出
て
い
た
）
20
（

。
こ
れ
を
受
け
て
外
務
省
は
代
替
候
補
の
検
討

に
着
手
し
、
七
月
下
旬
に
兵
庫
県
加
東
郡
の
青
野
ヶ
原
元
陸
軍
演
習
場
が
浮
上
し
た
）
21
（

。
そ
し
て
、
八
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
院
外
務

委
に
お
い
て
、
調
達
庁
よ
り
伊
丹
航
空
基
地
の
拡
張
を
中
止
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
）
22
（

、
翌
月
に
は
拡
張
中
止
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
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り
拡
張
問
題
は
一
時
的
に
収
束
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

風
紀
問
題
・
騒
音
問
題
の
深
刻
化

1
、
騒
音
問
題

拡
張
問
題
の
収
束
後
は
、
騒
音
問
題
と
風
紀
問
題
が
再
び
焦
点
化
し
た
。
ま
ず
騒
音
問
題
か
ら
み
て
い
こ
う
。
先
述
し
た
通
り
、
朝
鮮

戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
伊
丹
航
空
基
地
で
は
軍
用
機
の
離
着
陸
が
増
加
し
て
い
た
。
ま
た
、
五
一
年
一
〇
月
に
は
民
間
航
空
と
の
共
用
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
民
間
機
も
基
地
に
離
着
陸
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
三
年
四
月
に
大
阪
都
市
騒
音
調
査
会
が
豊
中
市
勝
部
地

区
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
）
23
（

、
軍
用
機
や
民
間
機
の
離
発
着
回
数
は
一
日
約
一
五
〇
回
、
音
量
は
最
大
で
一
一
〇
フ
ォ
ン
で

あ
っ
た
。
報
告
書
は
、
周
辺
住
民
は
「
騒
音
刺
戟
の
た
め
に
日
常
の
事
務
生
活
が
障
碍
さ
れ
」
て
お
り
、
こ
の
状
況
が
今
後
も
続
く
よ
う

な
ら
「
心
理
学
的
に
も
、
生
理
学
的
に
も
相
当
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

騒
音
の
影
響
が
最
も
強
く
懸
念
さ
れ
た
の
は
学
校
現
場
で
あ
り
、
特
に
、
基
地
の
近
辺
に
小
学
校
が
立
地
す
る
伊
丹
市
と
豊
中
市
で
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
五
三
年
四
月
に
伊
丹
市
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、「
飛
行
機
の
離
着
陸
時
は
隣
同
士
の
会
話
も
聞

こ
え
」
ず
（
伊
丹
小
学
校
）、「
学
校
上
空
の
飛
行
時
に
は
授
業
を
一
時
中
断
」（
伊
丹
南
中
学
校
）
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
報
告
さ
れ

た
）
24
（

。
特
に
基
地
と
程
近
い
神
津
小
学
校
の
場
合
、「
離
着
陸
時
の
爆
音
で
終
日
悩
ま
さ
れ
」「
満
足
な
勉
強
は
考
え
ら
れ
な
い
」
状
態
で

あ
っ
た
）
25
（

。
同
年
九
〜
一
〇
月
に
は
豊
中
市
蛍
池
小
学
校
で
も
調
査
が
実
施
さ
れ
、
神
津
小
と
同
様
の
被
害
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
）
26
（

。

両
市
の
当
局
・
議
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
以
前
か
ら
関
係
各
省
庁
に
対
し
防
音
対
策
な
い
し
移
転
費
用
の
交
付
を
求
め
て
い
た
が
、
費
用
拠

出
の
法
的
根
拠
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
や
、
同
様
の
事
例
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お
り
個
別
の
対
応
が
困
難
な
点
が
障
壁
と
な
り
棚
上
げ

8
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さ
れ
て
い
た
）
27
（

。
し
か
し
、
五
三
年
一
一
月
に
特
別
損
害
補
償
法
が
改
定
さ
れ
、
同
法
が
定
め
る
補
償
対
象
が
学
校
施
設
に
ま
で
拡
大
さ
れ

た
こ
と
で
事
態
は
進
展
す
る
。
伊
丹
市
で
は
翌
月
に
市
教
育
長
が
特
別
調
達
庁
を
訪
問
し
、
特
損
法
適
用
に
よ
り
神
津
小
学
校
の
改
築
が

認
可
さ
れ
る
旨
の
言
質
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
）
28
（

。
一
方
、
蛍
池
小
学
校
も
一
足
遅
れ
て
防
音
工
事
の
認
可
を
受
け
た
。
そ
し
て
五
五
年

末
か
ら
防
音
工
事
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
三
月
に
竣
工
し
て
い
る
）
29
（

。

2
、
風
紀
問
題

表
4
は
、
豊
中
市
に
お
け
る
風
俗
業
者
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
五
一
・
五
二
年
度
の
風
俗
業
者
の

数
は
、
五
〇
年
度
と
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
最
も
深
刻
な
の
は
蛍
池
地
区
で
あ
っ
た
。
図
2
か
ら
は
、
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
が
同

地
区
に
濫
立
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
五
二
年
末
頃
に
な
る
と
、
同
地
区
に
隣
接
す
る
池
田
市
で
も
貸
家
営
業
や
売
春
婦
の
増
加

が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
30
（

。
風
紀
問
題
が
拡
大
し
た
要
因
と
し
て
は
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
朝
鮮
戦
争
の

休
戦
を
見
越
し
て
、
米
軍
が
京
阪
神
の
基
地
の
再
編
を
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
撤
収
対
象
と
な
っ
た
各
基
地
の
売
春
婦

が
蛍
池
地
区
周
辺
に
集
中
し
た
。
第
二
に
、
豊
中
・
池
田
両
市
に
お
け
る
対
応
法
制
の
不
備
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
豊
中
市
で
は
旧
条

例
が
施
行
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
条
例
で
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
屋
外
で
の
売
春
・
勧
誘
の
み
で
、
屋
内
で
の
行
為
や
、
場
所
提
供

な
ど
の
周
旋
行
為
は
対
象
外
で
あ
っ
た
。
池
田
市
に
至
っ
て
は
条
例
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
第
三
に
、
拡
張
問
題
が
住

民
の
悲
観
的
展
望
を
招
き
、
風
俗
業
へ
の
転
身
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
拡
張
予
定
区
域
で
は
、
農
地
を
失
う
く
ら
い
な
ら
「
パ
ン
パ

ン
宿
に
し
た
方
が
利
益
が
上
る
」
た
め
「
改
造
を
始
め
た
家
も
あ
る
」
状
況
で
あ
っ
た
）
31
（

。

豊
中
市
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
婦
人
会
が
中
心
と
な
り
、
市
当
局
へ
の
陳
情
や
）
32
（

、
取
締
強
化
を
求
め
る
ビ
ラ
が
配
布
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
動

き
に
押
さ
れ
る
形
で
、
五
三
年
七
月
に
は
市
議
会
内
に
基
地
問
題
対
策
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
旧
条
例
に
代
わ
る
新
た
な
条
例
の
制

9



定
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
従
来
の
売
春
・
勧
誘
に
加
え
て
周
旋
行
為
も
処
罰
対
象
に
含
み
、
罰
則
も
大
幅
に
強
化
し
た

豊
中
市
風
紀
取
締
条
例
（
以
下
、
新
条
例
と
記
す
）
案
が
九
月
議
会
に
上
程
さ
れ
た
。
新
条
例
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
翌
月
か
ら

施
行
さ
れ
た
。

取
締
の
厳
罰
化
は
売
春
婦
と
風
俗
業
者
に
大
打
撃
を
与
え
た
。
最
大
で
七
〇
〇
人
に
上
っ
た
蛍
池
地
区
の
売
春
婦
の
う
ち
、
お
よ
そ
四

割
が
新
条
例
の
施
行
前
後
に
隣
接
す
る
箕
面
町
な
ど
へ
避
難
し
て
い
る
）
33
（

。
表
5
は
、
豊
中
市
に
お
け
る
売
春
婦
の
検
挙
件
数
の
推
移
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
三
年
度
の
風
俗

業
者
数
が
前
年
度
か
ら
減
少
し
て
い
る
の

に
対
し
、
売
春
婦
の
検
挙
件
数
は
約
四
倍

に
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
五
五
年
に

は
風
俗
業
者
数
・
売
春
婦
検
挙
件
数
と
も

に
激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
新
条
例
の

効
果
を
傍
証
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
）
34
（

。
こ

う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
池
田
市
で
も
条

例
制
定
の
機
運
が
高
ま
り
、
五
四
年
二
月

の
市
議
会
で
池
田
市
風
紀
取
締
条
例
案
が

可
決
さ
れ
た
。

一
方
、
蛍
池
地
区
の
風
俗
業
者
を
中
心

に
、
取
締
反
対
の
声
も
上
が
っ
た
。
同
地

図2　蛍池における風俗施設の分布状況
｢蛍ガ池小学校区内｣（『立ち上る！基地京阪神』）より作成。なお、原図
は手筆のため、道路の線形や建物の位置は必ずしも正確ではない。

池 田 市

伊

丹

航

空

基
地

阪
急
宝
塚
線

至
宝
塚

国
道
一
七
六
号
線

蛍
池
駅

至
大
阪

蛍池小

･･･売春宿

･･･アパート

･･･旅館

･･･キャバレー・カフェ
　 特殊飲食店
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戦後地域社会における基地問題の生成と展開

区
の
キ
ャ
バ
レ
ー
組
合
長
は
「
ア
メ
リ
カ
人
と
連
れ
だ
っ
て
歩
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
い
ま
さ
ら
騒
ぐ
人
の
気
が
知
れ
ま
せ
ん
」
と

述
べ
て
い
る
）
35
（

。
ま
た
、
一
九
五
三
年
夏
頃
に
は
、
キ
ャ
バ
レ
ー
や
旅
館
等
の
各
組
合
か
ら
な
る
蛍
池
風
俗
関
係
組
合
連
合
会
が
結
成
さ
れ

て
い
る
）
36
（

。
同
会
は
新
条
例
を
「
振
興
し
て
来
つ
つ
あ
る
商
業
を
（
中
略
）
見
殺
し
に
す
る
ば
か
り
か
蛍
池
商
業
者
の
全
滅
を
来
た
す
」
も

の
と
位
置
づ
け
、
制
定
に
は
断
固
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
）
37
（

。
池
田
市
で
も
、
宮
之
前
地
区
の
旅
館
組
合
か
ら
市
当
局
に
対
し
、
過
度
な
厳

罰
化
に
よ
り
「
正
規
旅
館
業
者
」
の
営
業
権
や
生
活
が
脅
か
さ
れ
な
い
よ
う
善
処
を
乞
う
旨
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
）
38
（

。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
全
て
の
売
春
婦
や
風
俗
業
者
が
望
ん
で
風
俗
営
業
に
手
を
染
め
て
い
た
訳
で
は
な
い
こ
と
で
あ

る
。
あ
る
二
〇
代
の
「
接
客
婦
」
は
、「
だ
れ
が
好
ん
で
こ
ん
な
商
売
を
や
る
も
ん
で
す
か
。
夫
に
は
離
縁
さ
れ
、
子
供
と
母
親
を
養
う

の
が
精
一
杯
な
ん
で
す
。
少
し
で
も
お
金
を
貯
め
て
足
を
洗
い
、
全
然
不

知
な
土
地
で
商
売
で
も
し
よ
う
と
い
う
の
が
私
の
望
み
で
す
」
と
心
境
を

吐
露
し
て
い
る
。
ま
た
、「
下
宿
舎
」
を
経
営
す
る
五
〇
代
男
性
も
、「
好

き
で
や
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
）
39
（

。
こ
れ
ら
の
述
懐
か

ら
は
、
彼
／
彼
女
達
に
と
っ
て
売
春
や
貸
宿
が
不
可
欠
な
生
計
手
段
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
彼
／
彼
女
達
に
は
、
自

ら
が
望
む
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
稼
業
に
従
事
せ
ざ
る
を
得
な

い
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
風
紀
問
題
は
、
地
域
に
お
け
る
基
地

依
存
の
構
造
が
顕
在
化
し
た
局
面
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

市
民
間
の
意
見
の
相
違
は
、
市
議
会
で
の
審
議
に
も
影
響
を
与
え
た
。

豊
中
市
の
基
地
問
題
対
策
特
別
委
員
会
は
、
新
条
例
賛
成
派
と
反
対
派
に

表4　豊中市における風俗業者数

年度 風俗業者数
総数 カフェ キャバレー 遊技場

1950 34 7 2 25
1951 70 25 6 39
1952 90 26 5 59
1953 66 37 7 22
1955 25 不明 不明 不明
各年度の『豊中市市政年鑑』（豊中市、1950～ 53年）及び『豊中
市市勢要覧』（豊中市、1956年）より作成。

表5　豊中市における売春婦検挙件数

年度 売娼婦検挙件数
総数 初犯 再犯

1950 150 65 85
1951 383 179 204
1952 261 53 208
1953 1,017 480 537
1955 17 8 9
各年度の『豊中市市政年鑑』及び『豊中市市勢要
覧』より作成。
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議
論
が
二
分
さ
れ
た
）
40
（

。
反
対
派
の
議
員
は
本
会
議
で
も
「
蛍
ヶ
池
地
区
へ
私
も
数
回
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
（
中
略
）
制
定
反
対
の
声

ば
か
り
だ
っ
た
」
と
述
べ
、
賛
成
派
に
対
し
て
「
賛
成
々
々
と
言
え
ば
何
だ
か
婦
人
団
体
や
女
子
に
対
し
て
人
気
が
い
い
」
と
発
言
し
、

議
場
が
一
時
騒
然
と
な
っ
た
）
41
（

。
池
田
市
で
も
、
風
俗
営
業
取
締
法
の
規
定
に
よ
り
営
業
許
可
を
受
け
た
店
を
取
締
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き

か
否
か
を
巡
っ
て
議
論
が
紛
糾
し
た
。
同
市
議
会
で
は
、
一
九
五
三
年
一
二
月
議
会
で
、
営
業
許
可
店
を
除
外
す
る
付
帯
決
議
を
盛
り
込

ん
だ
条
例
案
が
上
程
さ
れ
た
が
、
取
締
の
徹
底
を
主
張
す
る
議
員
か
ら
強
い
批
判
が
出
て
却
下
さ
れ
た
）
42
（

。
翌
年
二
月
に
上
程
さ
れ
た
修
正

案
で
も
付
帯
決
議
は
削
除
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
深
夜
ま
で
議
論
が
紛
糾
し

て
審
議
未
了
と
な
っ
た
。
そ
の
直
後
、
条
例
案
に
賛
成
す
る
議
員
の
み
集
め

ら
れ
、
取
締
徹
底
派
の
議
員
が
不
在
の
ま
ま
臨
時
継
続
議
会
を
開
き
、
よ
う

や
く
可
決
に
至
っ
た
）
43
（

。

3
、
日
米
三
市
地
方
連
絡
協
議
会

風
紀
問
題
は
、
基
地
が
所
在
す
る
多
く
の
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
頭
痛
の

種
で
あ
っ
た
。
政
府
は
そ
の
対
応
策
と
し
て
一
九
五
三
年
六
月
に
次
官
通
牒

「
駐
留
軍
施
設
周
辺
の
風
紀
対
策
に
関
す
る
件
」
を
関
係
府
県
に
発
し
、
地

方
自
治
体
と
米
軍
か
ら
な
る
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
風
紀
問
題
に
つ
い
て

協
議
す
べ
き
旨
を
通
達
し
た
）
44
（

。
伊
丹
航
空
基
地
周
辺
地
域
に
関
し
て
は
、
八

月
一
一
日
に
三
市
と
伊
丹
航
空
基
地
か
ら
な
る
日
米
三
市
地
方
連
絡
協
議
会

（
以
下
、
連
絡
協
議
会
と
記
す
）
が
発
足
し
た
。
構
成
員
は
、
三
市
側
が
市

 表6　日米三市地方連絡協議会 の開催状況（左頁より表6つづき）

年 月 /日 回 参加者 主な議題 概要三市 基地

1953

8/28 1 伊丹市長、豊中市長、池田市助役
司令長官、空軍憲兵
隊長 協議会が扱う問題について

①当面は風紀問題を議論する、②基
地側は、同会の効力は忠告程度のも
のに止めたい意向を示す

10/1 2 三市市長・助役・市議会議長など
司令長官、司令副官、
海空軍憲兵隊長など

風紀問題の取締、騒音対策としての
蛍池小学校移転、売春対策など

①風紀取締にはMP出動などを含め
協力する。②蛍池小の騒音問題につ
き、基地側は調査を確約

11/7 3 三市の市長・市議会議長 司令長官など 蛍池小移転費の国庫補助申請につき
協力方依頼

蛍池小の騒音について、基地側は調
査後でなければ結論は出せないと回答

12/2 4 三市の市長・助役・関係部局長など

司令長官、第17師団
長、海空軍憲兵隊長
など

神津小近接地への米軍機燃料缶放置
問題、国道建設に際しての基地側の
協力要請、文化交流

燃料缶の撤去を求める伊丹市に対
し、基地側は米国の法規では違法で
はないとして拒否

12/23 5 三市長など 司令長官など 文化交流 不明

1954

1/29 6 三市長など？ 司令長官など 豊中市内の兵舎の移転問題など 不明
不明 7 不明 不明 不明 不明

5/4 8 三市の市長・助役・関係部局長など
司令長官、司令副官、
海空軍憲兵隊長など

基地周辺の自動車の速度制限、伊丹
市岩屋地区の汚水問題、文化交流

岩屋地区の汚水問題につき、基地側
は調査を約束

7/27 9 三市の市長・市議会議長など 不明 火災時の相互消化協定、風紀取締の
方法など 不明

9/29 10 不明 不明 不明 不明
『神戸新聞　地方版』・『朝日新聞 大阪版』・『週刊北摂朝日』より作成。
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戦後地域社会における基地問題の生成と展開

長
・
市
議
会
議
長
・
教
育
長
・
警
察
署
長
、
基
地
側
が
基
地
司
令
官
以
下
幹

部
数
名
で
、
事
務
局
は
豊
中
市
に
置
か
れ
た
）
45
（

。

表
6
に
連
絡
協
議
会
の
開
催
状
況
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
第
一

回
協
議
会
で
は
当
面
の
課
題
と
し
て
風
紀
問
題
を
中
心
に
議
論
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
）
46
（

。
ま
た
、
第
二
回
協
議
会
で
は
、
基
地
側
か
ら
、
売
春
の

取
締
に
際
し
て
必
要
に
応
じ
Ｍ
Ｐ
を
出
動
さ
せ
る
な
ど
の
支
援
を
行
う
こ
と

が
提
案
さ
れ
て
い
る
）
47
（

。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
発
足
当
初
の

連
絡
協
議
会
は
次
官
通
牒
に
準
じ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
新
条
例
の
施
行
に
よ
り
豊
中
市
の
風
紀
問
題
が
一
段
落
し
た
第

二
回
協
議
会
以
降
は
、
蛍
池
小
学
校
の
移
転
（
第
二
・
三
回
）
や
燃
料
缶
放

置
問
題
（
第
四
回
）
な
ど
議
題
が
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
三
市
の

実
態
に
即
し
て
議
論
の
対
象
を
拡
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
文
化

交
流
が
議
題
に
上
せ
ら
れ
た
回
も
少
な
く
な
い
（
第
四
・
五
・
八
回
）。
要
す
る
に
連
絡
協
議
会
と
は
、
三
市
―
基
地
間
で
問
題
を
共
有

し
、
よ
り
円
滑
な
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の
組
織
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
基
地
側
は
連
絡
協
議
会
の
権
限
と
効
力
に
つ
い
て
「
あ
く
ま
で
忠
告
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
て
結
論
を
出
す
も
の
で
な
」

い
と
留
保
を
付
し
て
い
た
）
48
（

。
ま
た
、
燃
料
缶
放
置
問
題
へ
の
対
応
に
も
窺
え
る
よ
う
に
（
表
6
）、
風
紀
問
題
以
外
に
つ
い
て
は
非
協
力

的
・
消
極
的
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
同
会
の
実
態
は
三
市
・
基
地
双
方
の
意
見
交
換
の
場
に
過

ぎ
ず
、
基
地
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。

 表6　日米三市地方連絡協議会 の開催状況（左頁より表6つづき）

年 月 /日 回 参加者 主な議題 概要三市 基地

1953

8/28 1 伊丹市長、豊中市長、池田市助役
司令長官、空軍憲兵
隊長 協議会が扱う問題について

①当面は風紀問題を議論する、②基
地側は、同会の効力は忠告程度のも
のに止めたい意向を示す

10/1 2 三市市長・助役・市議会議長など
司令長官、司令副官、
海空軍憲兵隊長など

風紀問題の取締、騒音対策としての
蛍池小学校移転、売春対策など

①風紀取締にはMP出動などを含め
協力する。②蛍池小の騒音問題につ
き、基地側は調査を確約

11/7 3 三市の市長・市議会議長 司令長官など 蛍池小移転費の国庫補助申請につき
協力方依頼

蛍池小の騒音について、基地側は調
査後でなければ結論は出せないと回答

12/2 4 三市の市長・助役・関係部局長など

司令長官、第17師団
長、海空軍憲兵隊長
など

神津小近接地への米軍機燃料缶放置
問題、国道建設に際しての基地側の
協力要請、文化交流

燃料缶の撤去を求める伊丹市に対
し、基地側は米国の法規では違法で
はないとして拒否

12/23 5 三市長など 司令長官など 文化交流 不明

1954

1/29 6 三市長など？ 司令長官など 豊中市内の兵舎の移転問題など 不明
不明 7 不明 不明 不明 不明

5/4 8 三市の市長・助役・関係部局長など
司令長官、司令副官、
海空軍憲兵隊長など

基地周辺の自動車の速度制限、伊丹
市岩屋地区の汚水問題、文化交流

岩屋地区の汚水問題につき、基地側
は調査を約束

7/27 9 三市の市長・市議会議長など 不明 火災時の相互消化協定、風紀取締の
方法など 不明

9/29 10 不明 不明 不明 不明
『神戸新聞　地方版』・『朝日新聞 大阪版』・『週刊北摂朝日』より作成。
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三　

拡
張
問
題
の
再
燃
と
帰
結

1
、
拡
張
賛
成
の
機
運
の
高
ま
り

一
九
五
五
年
、
防
衛
負
担
金
に
関
す
る
日
米
政
府
間
交
渉
が
妥
結
し
た
。
五
四
年
九
月
の
自
衛
隊
発
足
に
伴
う
防
衛
費
の
増
大
に
苦
し

む
政
府
は
、
負
担
額
を
前
年
度
か
ら
約
一
八
〇
億
円
減
の
三
八
〇
億
円
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
交
換
条
件
と
し
て
伊

丹
を
含
む
全
国
一
一
箇
所
の
飛
行
場
拡
張
な
ど
の
軍
事
協
力
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
）
49
（

。
三
市
は
直
ち
に
市
議
会
で
拡
張

反
対
の
意
見
書
を
決
議
し
、
期
成
同
盟
を
再
結
成
し
た
。
期
成
同
盟
は
四
月
一
九
日
・
五
月
一
二
日
の
二
度
に
わ
た
り
陳
情
書
を
作
成
し

関
係
方
面
へ
提
出
し
て
い
る
）
50
（

。
期
成
同
盟
の
陳
情
書
で
は
、
拡
張
に
よ
り
予
定
区
域
内
に
住
む
農
民
が
困
窮
す
る
こ
と
や
、
騒
音
の
激
化

に
よ
り
学
校
教
育
に
支
障
を
来
す
こ
と
な
ど
が
反
対
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
五
〇
年
代
前
半
の
拡
張
問
題
の
時
と
同
じ
く
、
住
民
の

生
活
の
擁
護
と
い
う
立
場
か
ら
の
反
対
論
で
あ
る
。

し
か
し
、
三
市
の
歩
調
に
は
ズ
レ
が
生
じ
始
め
て
い
た
。
最
も
強
硬
な
反
対
論
を
張
っ
た
の
は
伊
丹
市
で
、「
目
的
の
如
何
を
問
わ
ず

拡
張
事
体
が
許
さ
れ
な
い
」
と
拡
張
自
体
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
）
51
（

。
こ
れ
に
対
し
、
豊
中
市
と
池
田
市
は
「
将
来
国
際
空
港
に
す
る
た

め
に
は
い
ま
拡
げ
る
方
が
よ
い
」
と
拡
張
に
一
定
の
理
解
を
示
し
た
）
52
（

。
豊
中
市
は
、
市
議
会
や
そ
の
内
部
委
員
会
で
あ
る
伊
丹
飛
行
場
拡

張
反
対
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
風
紀
取
締
条
例
（
新
条
例
）
制
定
に
反
対
し
た
議
員
を
中
心
に
、
国
際
空
港
化
を
見
越
し
て

拡
張
に
賛
成
す
る
声
が
強
ま
っ
て
い
た
）
53
（

。
市
民
の
動
き
も
婦
人
団
体
な
ど
一
部
を
除
き
低
調
で
あ
っ
た
）
54
（

。
一
九
五
五
年
六
月
に
豊
中
市
労

連
が
主
催
し
た
市
民
懇
談
会
で
は
「
二
十
七
年
の
と
き
の
反
対
運
動
に
比
べ
て
低
調
」、「
市
民
の
熱
意
が
足
り
な
い
」
な
ど
の
発
言
が
出

た
）
55
（

。
豊
中
市
で
は
拡
張
区
域
住
民
に
よ
る
土
地
不
買
同
盟
組
織
が
結
成
さ
れ
た
地
区
も
あ
っ
た
が
、
五
六
年
頃
に
は
会
合
が
開
催
さ
れ
な
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く
な
り
、
地
主
の
大
半
が
軍
事
目
的
の
拡
張
で
な
け
れ
ば
土
地
の
売
却
を
容
認
す
る
方
針
に
転
じ
て
い
た
）
56
（

。

こ
う
し
た
中
で
、
拡
張
賛
成
の
急
先
鋒
と
な
っ
た
の
が
蛍
池
風
俗
関
係
組
合
連
合
会
で
あ
っ
た
）
57
（

。
同
会
は
、「
地
元
民
を
食
べ
て
行
け

る
状
態
に
持
っ
て
行
く
唯
一
の
道
は
伊
丹
基
地
拡
張
あ
る
の
み
」
と
主
張
し
、
更
に
「（
筆
者
注
・
拡
張
に
よ
り
同
基
地
は
）
近
き
将
来

に
は
必
ず
関
西
の
一
大
空
港
と
し
て
発
展
す
る
」
と
唱
え
た
。
そ
し
て
、
反
対
運
動
に
対
し
て
は
「
精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
被
害
の
大

き
か
っ
た
蛍
ヶ
（
マ
マ
）池
の
地
元
民
が
（
中
略
）
尚
自
ら
自
立
の
道
を
切
り
開
く
為
に
飛
行
場
の
拡
張
を
叫
ぶ
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
是
が
妨
害
す

る
が
如
き
反
対
の
行
動
を
取
る
事
、
蛍
ヶ
池
地
元
民
と
し
て
は
許
し
が
た
い
」
と
痛
烈
に
批
判
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
動
き
と
は
別
に
、
か
ね
て
よ
り
拡
張
の
実
現
を
目
指
し
て
い
た
の
が
阪
神
財
界
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
た
大
阪
商
工
会
議
所
（
会
頭
は
八
木
商
店
社
長
の
杉
道
助
）
は
、
一
九
五
三
年
二
月
に
「
阪
神
国
際
空
港
建
設
に
関
す
る
要
望
」
を

関
係
方
面
に
提
出
し
、
経
済
振
興
の
見
地
か
ら
関
西
に
国
際
空
港
を
設
置
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
）
58
（

。
そ
の
直
後
に
阪
神
国
際
空
港
建
設
小

委
員
会
を
設
置
し
て
候
補
地
の
検
討
に
着
手
し
、
伊
丹
航
空
基
地
を
第
一
候
補
に
決
定
し
た
）
59
（

。
こ
れ
以
後
、
大
阪
商
工
会
議
所
は
、
伊
丹

航
空
基
地
の
返
還
と
国
際
空
港
化
の
実
現
を
基
本
方
針
と
し
、
基
地
（
空
港
）
拡
張
を
具
体
的
な
事
業
課
題
に
位
置
づ
け
て
活
動
を
進
め

て
い
く
。
五
五
年
に
拡
張
問
題
が
再
燃
し
た
当
初
は
、
大
阪
・
兵
庫
両
府
県
が
反
対
を
表
明
し
た
た
め
事
態
を
静
観
し
て
い
た
が
、
五
〇

年
代
後
半
に
な
る
と
三
市
へ
の
働
き
か
け
を
開
始
す
る
。
ま
ず
、
五
六
年
の
新
年
賀
会
に
お
い
て
、
反
対
論
を
押
し
切
っ
て
で
も
拡
張
・

国
際
空
港
化
の
推
進
運
動
を
展
開
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
五
七
年
二
月
に
は
、
神
戸
商
工
会
議
所
と
の
連
名
で
「
阪
神
国

際
空
港
早
期
実
現
に
関
す
る
お
願
い
」
を
発
し
、
基
地
返
還
後
の
拡
張
と
国
際
空
港
化
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
、「
京
阪
神
地
帯
の
み
な

ら
ず
関
西
、
西
日
本
一
帯
は
（
中
略
）
世
界
の
進
展
に
立
遅
れ
て
、
世
界
の
片
田
舎
に
転
落
す
る
し
か
な
い
」
と
述
べ
、
三
市
に
協
力
を

要
請
し
て
い
る
）
60
（

。
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2
、
基
地
の
返
還
と
期
成
同
盟
の
解
散

一
九
五
七
年
四
月
四
日
、
伊
丹
航
空
基
地
の
接
収
解
除
と
早
期
返
還
が
米
軍
よ
り
発
表
さ
れ
、
同
年
七
月
に
は
駐
留
兵
力
の
撤
収
が
始

ま
っ
た
。
そ
し
て
、
五
八
年
一
月
に
豊
中
市
刀
根
山
地
区
の
米
軍
官
舎
の
返
還
が
先
行
し
て
実
施
さ
れ
、
同
年
三
月
に
伊
丹
航
空
基
地
の

全
面
返
還
が
実
現
し
た
。
基
地
の
返
還
に
伴
い
伊
丹
航
空
基
地
は
廃
止
さ
れ
、
民
間
空
港
と
し
て
大
阪
空
港
が
新
た
に
発
足
し
た
。
そ
し

て
、
一
九
五
八
年
七
月
に
、
運
輸
省
航
空
局
よ
り
豊
中
（
走
井
・
原
田
・
勝
部
）・
伊
丹
（
中
村
・
岩
屋
・
森
本
）
の
二
市
を
対
象
と
す

る
約
八
〇
万
㎡
の
拡
張
計
画
が
発
表
さ
れ
た
）
61
（

。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
阪
神
財
界
は
拡
張
推
進
の
動
き
を
強
め
て
い
っ
た
。
大
阪
商
工
会
議
所
は
、
三
市
の
当
局
・
市
議
会
議

員
・
拡
張
区
域
住
民
と
接
触
し
て
賛
成
派
の
拡
大
と
反
対
派
の
切
り
崩
し
を
図
る
一
方
で
、
関
係
方
面
へ
拡
張
予
算
の
計
上
を
陳
情
す
る

な
ど
、
三
市
・
中
央
の
双
方
に
対
し
積
極
的
に
折
衝
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
五
八
年
九
月
に
は
大
阪
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
り
伊
丹
空

港
協
会
（
以
下
、
空
港
協
会
と
記
す
）
が
設
立
さ
れ
た
。
同
会
の
主
な
目
的
は
、
航
空
局
の
拡
張
計
画
の
遂
行
に
協
力
し
、
三
市
当
局
や

住
民
と
折
衝
を
行
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
理
事
は
、
阪
神
両
市
長
・
阪
神
両
商
工
会
議
所
会
頭
に
加
え
、
当
初
は
拡
張
に
反
対
し
て
い
た
大

阪
・
兵
庫
両
府
県
知
事
が
務
め
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
両
府
県
や
阪
神
両
市
に
お
い
て
も
拡
張
推
進
が
公
式
見
解
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
期
成
同
盟
は
基
地
返
還
の
発
表
後
も
同
盟
を
存
続
す
る
方
針
を
確
認
し
て
い
た
）
62
（

。
し
か
し
、
両
府
県
や
阪
神
両
市
が
拡
張
賛
成

を
掲
げ
る
中
で
孤
立
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
反
対
運
動
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
た
の
が
豊
中
市
の
方
針
転
換
で
あ
っ
た
。
同
市

で
は
、
拡
張
賛
成
派
の
市
議
会
議
員
が
独
自
に
大
阪
商
工
会
議
所
と
懇
談
会
を
開
催
し
て
地
歩
を
固
め
て
お
り
、
市
議
会
の
拡
張
反
対
特

別
委
員
会
で
も
「
新
し
い
段
階
に
当
り
一
応
観
点
を
変
え
る
べ
き
時
期
に
到
達
し
た
感
が
あ
り
ま
す
」、「
反
対
の
一
点
張
り
で
こ
の
ま
ゝ

行
く
と
す
れ
ば
（
中
略
）
伊
丹
市
が
飛
行
場
の
表
玄
関
と
な
り
、
豊
中
は
一
番
馬
鹿
を
見
る
こ
と
に
な
る
」
な
ど
、
運
動
方
針
の
転
換
を
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求
め
る
発
言
が
相
次
い
だ
）
63
（

。
こ
う
し
て
市
議
会
の
大
勢
は
拡
張
賛
成
へ
と
傾
き
、
五
七
年
九
月
議
会
で
、
伊
丹
飛
行
場
拡
張
反
対
特
別
委

員
会
の
廃
止
と
大
阪
空
港
対
策
特
別
委
員
会
の
新
設
が
可
決
さ
れ
た
）
64
（

。
直
後
の
一
〇
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
期
成
同
盟
の
会
合
で
は
、
豊

中
市
に
対
し
て
池
田
・
伊
丹
両
市
か
ら
批
判
が
出
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
豊
中
市
の
決
断
が
追
認
さ
れ
、
併
せ
て
同
盟
の
解
散
が
決
定

さ
れ
た
）
65
（

。
こ
れ
に
対
し
、
拡
張
反
対
派
の
議
員
は
伊
丹
飛
行
場
拡
張
反
対
三
市
議
員
連
盟
を
結
成
し
て
抵
抗
し
た
。
同
連
盟
は
「
三
〇
万

三
市
市
民
を
爆
音
の
公
害
か
ら
守
り
、
市
民
生
活
と
教
育
を
脅
か
す
拡
張
に
は
反
対
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
）
66
（

。
直
後
の
三
〇
日
に
は

大
阪
空
港
を
離
陸
直
後
の
日
本
航
空
Ｄ
Ｃ
―
4
（
雲
仙
号
）
が
豊
中
市
内
の
田
地
に
不
時
着
す
る
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
反
対

派
議
員
の
気
勢
も
上
が
っ
た
）
67
（

。
し
か
し
、
豊
中
市
の
方
針
が
覆
る
こ
と
は
な
く
、
期
成
同
盟
の
解
散
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
こ
う
し
て
拡
張
反
対
運
動
は
挫
折
し
た
の
で
あ
る
。

前
節
と
本
節
で
み
た
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
拡
張
問
題
で
は
、
国
際
空
港
化
を
前
提
と
し
た
拡
張
賛
成
論
が
高
ま
っ
て
い

た
。
重
要
な
の
は
、
大
阪
商
工
会
議
所
が
か
か
る
賛
成
論
を
掲
げ
て
精
力
的
な
活
動
を
展
開
し
、
そ
れ
に
大
阪
・
兵
庫
両
府
県
や
阪
神
両

市
が
同
調
し
た
点
で
あ
る
。
基
地
の
返
還
が
実
現
し
、
国
際
空
港
化
が
次
な
る
経
済
課
題
と
し
て
立
ち
現
れ
る
過
程
で
、
阪
神
財
界
・
両

府
県
・
阪
神
両
市
に
と
っ
て
、
拡
張
は
関
西
地
方
の
経
済
振
興
の
た
め
に
必
須
の
事
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
。
当

該
期
に
お
い
て
、
基
地
（
空
港
）
の
拡
張
は
、
も
は
や
三
市
の
利
害
を
超
え
た
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

3
、
期
成
同
盟
解
散
後
の
動
向

期
成
同
盟
の
解
散
後
は
、
補
償
と
土
地
買
収
の
い
ず
れ
を
優
先
す
る
か
を
巡
っ
て
関
係
者
の
思
惑
が
交
錯
す
る
こ
と
に
な
る
。
豊
中
・

伊
丹
両
市
当
局
は
、
補
償
問
題
の
全
面
的
解
決
の
見
通
し
が
立
た
な
い
限
り
土
地
買
収
に
は
応
じ
な
い
と
の
立
場
を
と
り
、
共
同
し
て
交

渉
に
臨
む
こ
と
を
決
定
し
た
。
五
九
年
三
月
に
は
、
拡
張
区
域
住
民
へ
の
補
償
や
、
小
中
学
校
・
保
育
所
・
病
院
の
防
音
対
策
の
徹
底
な
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ど
を
盛
り
込
ん
だ
要
望
書
を
作
成
し
て
い
る
）
68
（

。

周
辺
地
域
の
状
況
を
み
て
み
る
と
、
拡
張
区
域
に
近
接
す
る
地
区
で
は
、
騒
音
補
償
の
優
先
的
な
実
施
を
希
望
す
る
声
も
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
伊
丹
市
西
桑
津
地
区
の
住
民
は
、
一
九
五
八
年
八
月
に
騒
音
に
よ
る
学
習
障
害
に
対
す
る
補
償
な
ど
を
求
め
る
陳
情
書
を
市
に
提

出
し
て
い
る
）
69
（

。
し
か
し
、
拡
張
区
域
で
は
多
く
の
地
区
が
土
地
買
収
の
早
期
実
施
を
望
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
伊
丹
市
は
説
明
会
を
開

催
し
て
拡
張
区
域
住
民
の
理
解
を
求
め
た
が
、
住
民
は
土
地
買
収
の
早
期
実
施
を
主
張
し
て
市
の
方
針
に
反
発
し
た
）
70
（

。
一
方
、
豊
中
市
は

先
述
の
陳
情
書
に
則
っ
て
空
港
協
会
と
折
衝
を
行
っ
た
が
、
空
港
協
会
の
態
度
は
冷
や
や
か
で
あ
っ
た
。
六
〇
年
一
月
に
開
か
れ
た
会
合

で
は
、「
現
地
の
情
勢
は
差
し
迫
っ
て
お
り
、
用
地
買
収
と
公
害
補
償
の
問
題
解
決
と
は
、
平
行
さ
せ
る
。
公
害
補
償
が
解
決
し
な
い
限

り
、
用
地
買
収
を
さ
せ
な
い
と
い
う
豊
中
市
の
態
度
は
、
実
に
不
愉
快
で
あ
る
」
と
市
の
対
応
を
批
判
し
て
い
る
）
71
（

。

こ
こ
で
い
う
「
現
地
の
情
勢
」
と
は
、
拡
張
区
域
住
民
の
動
向
を
指
す
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
拡
張
区
域
の
住

民
は
一
向
に
土
地
買
収
の
交
渉
が
始
ま
ら
な
い
状
況
に
不
満
を
抱
き
、
そ
の
矛
先
を
空
港
協
会
に
向
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
六
〇
年
一

月
中
旬
か
ら
二
月
中
旬
に
か
け
て
、
空
港
協
会
と
拡
張
区
域
の
各
部
落
と
の
間
で
数
度
に
わ
た
り
懇
談
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、

住
民
側
は
「
各
部
落
は
、
用
地
買
収
お
よ
び
移
転
問
題
の
早
期
着
手
を
望
ん
で
」
い
る
と
し
た
上
で
「（
筆
者
注
・
土
地
買
収
の
）
交
渉

が
始
ま
ら
な
け
れ
ば
、
折
角
だ
が
部
落
は
協
力
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
拡
張
々
々
と
い
っ
て
生
活
を
不
安
に
陥
れ
ら
れ
た
こ
の
損
害
の

補
償
を
要
求
す
る
」
と
空
港
協
会
に
迫
っ
て
い
る
）
72
（

。
こ
れ
に
対
し
、
空
港
協
会
側
は
「
事
業
を
開
始
し
た
以
上
は
、
地
元
各
位
に
対
す
る

御
迷
惑
を
で
き
る
限
り
避
け
て
、
速
か
に
事
業
を
推
進
し
た
い
」
と
応
じ
て
い
る
）
73
（

。
空
港
協
会
に
し
て
み
れ
ば
、
運
輸
省
と
い
う
後
ろ
盾

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
し
た
拡
張
区
域
住
民
の
意
向
こ
そ
拡
張
推
進
の
大
義
名
分
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
豊
中
市
の
要
求
に
対

し
て
強
硬
な
姿
勢
で
臨
む
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

空
港
協
会
と
豊
中
・
伊
丹
両
市
の
交
渉
は
円
滑
に
進
ま
な
か
っ
た
が
、
両
市
と
も
に
、
一
九
六
一
年
末
頃
ま
で
に
は
空
港
協
会
の
補
償
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戦後地域社会における基地問題の生成と展開

案
に
大
筋
で
合
意
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
両
市
議
会
で
は
拡
張
の
賛
否
に
つ
い
て
最
終
決
定
を
下
す
た
め
の
議
論
が
始
ま
っ
た
。
こ
の

段
階
で
も
反
対
派
は
抵
抗
し
て
議
論
が
紛
糾
し
た
。
し
か
し
、
ま
ず
六
一
年
一
二
月
に
豊
中
市
議
会
が
、
次
い
で
六
二
年
四
月
に
伊
丹
市

議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
拡
張
案
を
可
決
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
約
一
〇
年
に
及
ん
だ
戦
後
の
拡
張
問
題
が
一
応
の
決
着
を
み
た
の
で
あ
る
）
74
（

。

む
す
び
に
か
え
て

こ
こ
ま
で
、
戦
後
の
伊
丹
航
空
基
地
周
辺
地
域
の
基
地
問
題
を
時
系
列
に
沿
っ
て
検
討
し
て
き
た
。
以
下
、
論
点
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
戦
後
の
伊
丹
航
空
基
地
周
辺
地
域
で
は
、
多
様
な
基
地
（
空
港
）
問
題
が
生
成
・
展
開
し
て
い
た
。
本
事
例
で
主
要
な
位
置

を
占
め
て
い
た
の
が
、
基
地
（
空
港
）
の
拡
張
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
周
辺
三
市
で
は
、
拡
張
問
題
の

み
な
ら
ず
、
米
軍
に
よ
る
事
故
や
事
件
、
騒
音
問
題
、
風
紀
問
題
な
ど
多
様
な
基
地
問
題
が
存
在
し
、
住
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
。
特
に
注
目
し
た
い
の
が
風
紀
問
題
と
騒
音
問
題
で
あ
る
。
風
紀
問
題
に
つ
い
て
は
、
豊
中
市
の
事
例
に
み
る
よ
う
に
、
新
条
例
の
制

定
に
反
対
し
た
風
俗
業
者
と
市
議
会
議
員
が
、
後
に
拡
張
問
題
が
再
燃
し
た
際
に
は
拡
張
賛
成
を
掲
げ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
詳
細
な
因

果
関
係
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
風
紀
問
題
が
拡
張
問
題
の
帰
趨
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
一

方
、
騒
音
問
題
は
、
拡
張
問
題
が
決
着
し
た
後
の
主
要
な
争
点
と
し
て
、
土
地
買
収
や
各
種
の
補
償
と
と
も
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
こ

の
よ
う
に
、
基
地
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
、
複
数
の
問
題
が
相
互
に
絡
み
合
い
な
が
ら
事
態
が
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
基
地
問
題
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
関
わ
る
主
体
も
ま
た
多
様
で
あ
っ
た
。
本
事
例
で
は
、
豊
中
・
池
田
・
伊
丹
三
市
当
局
・

市
議
会
の
他
に
、
拡
張
区
域
農
民
・
風
俗
業
者
・
学
校
関
係
団
体
・
婦
人
団
体
と
い
っ
た
地
域
団
体
、
更
に
は
阪
神
の
労
農
組
合
や
財
界

な
ど
地
域
外
の
団
体
ま
で
関
わ
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
基
地
問
題
の
経
過
に
焦
点
を
当
て
た
た
め
十
分
に
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
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ら
諸
主
体
の
政
治
的
立
場
や
利
害
関
係
を
検
証
し
、
そ
の
相
互
関
係
を
解
明
す
る
作
業
が
必
須
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
日
本
現
代
史
の
課
題
と
し
て
基
地
問
題
を
検
討
す
る
上
で
有
効
と
思
わ
れ
る
視
角
に
つ
い
て
、
筆
者
が
専
門
と
す
る
社
会
運

動
史
研
究
の
立
場
か
ら
記
し
て
お
き
た
い
。
一
点
目
は
、
阪
神
財
界
の
活
動
に
代
表
さ
れ
る
経
済
運
動
の
視
角
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な

く
経
済
運
動
そ
れ
自
体
は
、
社
会
運
動
と
は
現
象
・
性
格
と
も
に
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
拡
張
問
題
に
お
い

て
、
経
済
振
興
策
と
し
て
の
拡
張
賛
成
論
が
三
市
の
間
で
も
一
定
の
拡
が
り
を
み
せ
、
最
終
的
に
は
拡
張
反
対
運
動
を
挫
折
へ
と
追
い
込

む
ほ
ど
に
台
頭
し
て
い
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
基
地
反
対
運
動
の
意
義
と
限
界
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
潮
流
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
本
事
例
の
よ
う
に
基
地
発
足
―
返
還
―
民
間
空
港
化
と
い
う
経
過
を
辿
る

ケ
ー
ス
を
扱
う
場
合
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
強
く
意
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
二
点
目
に
、
住
民
運
動
の
視
角
で
あ
る
。
労
働
組
合
や
農
民
組
合
な
ど
の
活
動
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
本
事
例
が
反
軍
事
基
地

闘
争
＝
平
和
運
動
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
三
市
で
暮
ら
す
人
々
の
立
場
か
ら
一
連
の
経
過
を
追
跡
し

て
み
る
と
、
そ
こ
に
通
底
し
て
い
た
の
は
、
住
民
（
自
己
）
の
生
活
の
擁
護
及
び
改
善
の
要
求
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
五

〇
年
代
前
半
の
拡
張
反
対
運
動
は
農
民
を
没
落
の
危
機
か
ら
守
る
こ
と
を
題
目
に
掲
げ
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
騒
音
問
題
で

は
児
童
の
学
習
環
境
の
悪
化
や
心
身
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
更
に
い
え
ば
、
こ
う
し
た
主
張
は
反
対
運
動
だ
け
が
掲
げ
た
論
理

で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
示
す
の
が
蛍
池
地
区
の
風
俗
業
者
を
中
心
と
す
る
商
業
者
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
も
ま
た
自
己
の
生
活
の
擁
護

を
―
そ
れ
が
本
音
と
建
前
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
さ
て
お
き
―
掲
げ
て
動
い
て
い
た
こ
と
は
、
風
紀
取
締
を
巡
る
経
過
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
か
か
る
視
角
に
基
づ
き
、
地
域
社
会
の
あ
り
よ
う
に
即
し
た
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
一
九
五
〇
年
代
の
社
会
運
動
を
一
概
に

保
守
反
動
勢
力
に
対
す
る
革
新
勢
力
の
抵
抗
＝
平
和
と
民
主
主
義
擁
護
の
運
動
と
捉
え
、
安
保
闘
争
と
三
池
争
議
が
敗
北
し
た
六
〇
年
代

以
降
に
公
害
訴
訟
を
典
型
と
す
る
住
民
運
動
が
台
頭
す
る
と
い
う
従
来
の
戦
後
社
会
運
動
史
像
の
再
考
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
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戦後地域社会における基地問題の生成と展開

最
後
に
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
状
況
を
記
し
て
お
く
）
75
（

。
拡
張
案
の
可
決
後
、
伊
丹
・
豊
中
両
市
で
は
土
地
買
収
が
本
格
化
す
る
。
六

二
〜
六
四
年
に
か
け
て
拡
張
区
域
各
地
区
と
の
買
収
交
渉
が
行
わ
れ
、
一
部
の
地
区
を
除
き
六
四
年
末
か
ら
拡
張
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
騒
音
問
題
も
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
六
四
年
一
〇
月
に
は
、
周
辺
三
市
の
他
に
大
阪
府
箕
面
市
・
兵
庫
県
川
西
市
・
尼
崎

市
・
西
宮
市
・
宝
塚
市
を
加
え
た
八
市
に
よ
り
大
阪
国
際
空
港
騒
音
対
策
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
（
七
一
年
五
月
か
ら
は
大
阪
市
・
大
阪

府
吹
田
市
・
兵
庫
県
芦
屋
市
も
加
盟
）。
更
に
、
六
〇
年
代
後
半
以
降
は
騒
音
に
悩
む
住
民
を
原
告
と
し
て
訴
訟
問
題
が
勃
発
し
、
長
期

に
及
ぶ
法
廷
闘
争
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
詳
細
な
検
討
に
つ
い
て
は
後
稿
を
期
し
た
い
。

〔
注
〕

（
1
） 

二
〇
〇
〇
年
以
降
の
も
の
に
限
れ
ば
、
明
田
川
融「
一
九
五
五
年
の
基
地
問
題
」（『
年
報
日
本
現
代
史
』第
六
号
、
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
〇
〇

年
）、
松
田
圭
介「
長
野
県
下
の
平
和
運
動
―
浅
間
山
米
軍
演
習
地
化
反
対
運
動
―
」（
長
野
県
現
代
史
研
究
会
編『
戦
争
と
民
衆
の
現
代
史
』現
代

史
料
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）、
森
脇
孝
広「
軍
事
基
地
反
対
闘
争
と
村
の
変
容
―
内
灘
闘
争
と
そ
の
前
後
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
年
報
日
本
現
代
史
』

第
一
一
号
、
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）、
福
島
在
行「「
内
灘
闘
争
」と
抵
抗
の〈
声
〉」（
山
田
敬
男
・
広
川
禎
秀
編『
戦
後
社
会
運
動
史
論
―

一
九
五
〇
年
代
を
中
心
に
―
』大
月
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、
池
田
慎
太
郎「〝
基
地
の
街
〞岩
国
の
戦
後
史
―
朝
鮮
戦
争
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
ま
で

の
時
期
を
中
心
に
―
」（『
年
報
日
本
現
代
史
』第
一
七
号
、
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
一
二
年
）な
ど
。

（
2
） 

例
外
と
し
て
、
栗
田
尚
弥
編
著『
米
軍
基
地
と
神
奈
川
』有
隣
堂
、
二
〇
一
一
年
が
あ
る
。
同
著
は
厚
木
や
横
須
賀
の
事
例
を
中
心
に
、
基
地
の

発
足
か
ら
返
還
に
至
る
経
緯
や
、
そ
の
間
に
発
生
し
た
多
様
な
基
地
問
題
の
あ
り
よ
う
を
検
討
し
て
い
る
。

（
3
） 

平
井
和
子『
日
本
占
領
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

米
軍
・
売
買
春
と
日
本
女
性
た
ち
』有
志
舎
、
二
〇
一
四
年
な
ど
。

（
4
） 

平
良
好
利『
戦
後
沖
縄
と
米
軍
基
地
―「
受
容
」と「
拒
絶
」の
は
ざ
ま
で 

１
９
４
５

－

１
９
７
２
年
』法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
、
鳥
山
淳

『
沖
縄　

基
地
社
会
の
起
源
と
相
克　

１
９
４
５

－

１
９
５
６
』勁
草
書
房
、
二
〇
一
三
年
な
ど
。
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（
5
） 『
伊
丹
市
史
』第
三
巻
、
伊
丹
市
、
一
九
七
二
年
、『
新
修
豊
中
市
史
』第
二
巻
、
豊
中
市
、
二
〇
一
〇
年
、『
新
修
池
田
市
史
』第
四
巻
、
池
田
市
、

二
〇
一
一
年
。
本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
上
記
の
著
作
に
依
拠
し
た
箇
所
は
少
な
く
な
い
が
、
紙
数
の
都
合
上
、
注
を
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。

（
6
） 「
大
阪
第
二
飛
行
場
」の
建
設
と
軍
用
化
以
後
の
拡
張
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲『
伊
丹
市
史
』第
五
巻
、
五
一
五
―
五
二
七
頁
、
塚
崎
昌
之「
伊

丹
飛
行
場
の
成
立
の
背
景
と
戦
時
期
の
軍
用
飛
行
場
の
実
態
」（『
地
域
研
究
い
た
み
』第
三
九
号
、
伊
丹
市
、
二
〇
一
〇
年
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
） 
前
掲『
新
修
豊
中
市
史
』第
二
巻
、
六
二
九
頁
。

（
8
） 
以
下
、
米
軍
に
よ
る
事
故
と
補
償
に
関
す
る
叙
述
に
つ
い
て
は
、
前
掲『
新
修
池
田
市
史
』第
四
巻
、
一
四
〇
―
一
四
四
頁
及
び『
進
駐
軍
に
よ

る
被
害
見
舞
報
告
文
書 

昭
和
20
年
2
月
〜
29
年
2
月
』一
九
五
四
年
、
池
田
市
役
所
所
蔵
に
よ
る
。
池
田
市
役
所
所
蔵
資
料
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
池
田
市
教
育
委
員
会
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

（
9
） 

以
下
、
本
段
落
中
の
豊
中
市
の
基
地
問
題
に
関
す
る
叙
述
は
、
豊
中
市
議
会『
豊
中
市
議
会
史　

記
述
編
』（
豊
中
市
議
会
、
一
九
九
〇
年
）、
五

二
一
頁
及
び
前
掲『
新
修
豊
中
市
史
』第
二
巻
、
六
二
九
頁
に
よ
る
。

（
10
） 

以
下
、
拡
張
問
題
勃
発
の
経
緯
に
関
す
る
叙
述
・
引
用
に
つ
い
て
は
、
断
り
が
な
い
限
り『
池
田
市
議
会
会
議
録
』一
九
五
二
年
三
月
四
日
、
池
田

市
役
所
所
蔵
に
よ
る
。
な
お
、
測
量
と
池
田
市
議
会
三
月
議
会
の
間
に
は
約
五
ヶ
月
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
間
に
三
市
の
市

議
会
で
測
量
が
議
論
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
測
量
問
題
を
報
じ
た
新
聞
記
事
も
見
当
た
ら
な
い
。
例
外
と
し
て
、
五
一
年
一
二
月
に
衆
議
院
議
員

井
上
良
二（
大
阪
三
区
選
出
・
日
本
社
会
党
）が
内
閣
総
理
大
臣
吉
田
茂
宛
に
提
出
し
た「
伊
丹
飛
行
場
拡
張
に
伴
う
民
家
並
び
に
農
地
の
収
用
に

関
す
る
件
」が
あ
る（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
二
〇
一
五
年
八
月
一
〇
日
最
終
閲
覧
。　

url

：https://w
w

w.digital.archives.
go.jp/

）。

（
11
） 『
神
戸
新
聞　

地
方
版
』一
九
五
二
年
八
月
一
〇
日
。
同
紙
の
伊
丹
地
域
版
に
つ
い
て
は
、「
阪
神
版
」、「
尼
崎
・
伊
丹
版
」、「
伊
丹
・
武
川
版
」な

ど
、
数
度
の
紙
名
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
全
て「
地
方
版
」と
表
記
し
た
。

（
12
） 

豊
中
市
議
会「
意
見
書
」一
九
五
二
年
五
月
三
〇
日（『
豊
中
市
議
会
会
議
録
』、
豊
中
市
議
会
事
務
局
所
蔵
）。
豊
中
市
議
会
事
務
局
所
蔵
資
料
の

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
豊
中
市
文
書
館
の
協
力
を
得
た
。

（
13
） 

池
田
市
議
会「
意
見
書
」一
九
五
二
年
六
月
一
四
日（『
池
田
市
議
会
会
議
録
』、
池
田
市
役
所
所
蔵
）。

（
14
） 

伊
丹
市「
意
見
書
」一
九
五
二
年
六
月
九
日（『
伊
丹
市
史
』第
五
巻
、
伊
丹
市
、
一
九
七
二
年
、
八
〇
九
―
八
一
〇
頁
）。
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（
15
） 『
神
戸
新
聞　

地
方
版
』一
九
五
二
年
六
月
二
七
日
。

（
16
） 

竹
内
義
治『
激
動
の
地
方
自
治　

あ
る
市
長
の
戦
後
史
』生
活
環
境
問
題
研
究
所
、
一
九
八
六
年
、
二
〇
七
頁
及
び『
伊
丹
市
広
報
』第
二
七
号
、

一
九
五
二
年
八
月
一
〇
日
。
竹
内
は
一
九
五
一
―
六
六
年
ま
で
豊
中
市
助
役
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

（
17
） 『
神
戸
新
聞　

地
方
版
』一
九
五
二
年
七
月
一
〇
日
。

（
18
） 

大
阪
軍
事
基
地
反
対
懇
談
会
事
務
局
・
関
西
軍
事
基
地
反
対
連
絡
協
議
会
事
務
局
編『
立
ち
上
る
！
基
地
京
阪
神
』一
九
五
四
年（
佐
藤
公
次
編
著

『
米
軍
政
管
理
と
平
和
運
動
―
復
刻
版
お
よ
び
年
表
解
説
―
』せ
せ
ら
ぎ
出
版
、
一
九
九
一
年
、
所
収
）及
び
前
掲
注（
11
）。

（
19
） 

同
右
。
一
九
五
一
年
六
月
に
は
、
大
阪
府
学
生
自
治
連
合
主
催
の
伊
丹
航
空
基
地
反
対
集
会
に
起
因
す
る
、
労
働
者
・
学
生
か
ら
な
る
デ
モ
隊
と
警

官
隊
の
衝
突
も
発
生
し
て
い
る（
吹
田
事
件
）。
た
だ
し
、
労
農
組
合
や
学
生
に
よ
る
運
動
と
三
市
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
20
） 「
第
一
三
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
会
議
録
」一
九
五
二
年
六
月
一
八
日
、
国
立
国
会
図
書
館
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
、
二
〇
一
五
年
七
月

三
〇
日
最
終
閲
覧
。url

：http://kokkai.ndl.go.jp/

（
21
） 『
神
戸
新
聞　

地
方
版
』一
九
五
二
年
八
月
一
日
・
八
月
三
日
・
八
月
五
日
。

（
22
） 「
第
一
四
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
会
議
録
」一
九
五
二
年
八
月
二
八
日
、
国
立
国
会
図
書
館
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
、
二
〇
一
五
年
七
月

三
〇
日
最
終
閲
覧
。url

：http://kokkai.ndl.go.jp/

（
23
） 

以
下
、
本
段
落
中
の
叙
述
・
引
用
は
大
阪
都
市
騒
音
対
策
委
員
会「
爆
音
の
影
響
に
つ
い
て 

特
別
調
査
」（
猪
俣
浩
三
・
木
村
禧
八
郎
・
清
水
幾
太

郎
編『
基
地
日
本
』和
光
社
、
一
九
五
三
年
五
月
、
三
四
九
―
三
五
二
頁
）に
よ
る
。

（
24
） 『
神
戸
新
聞　

地
方
版
』一
九
五
三
年
四
月
二
九
日
。

（
25
） 

同
右
。

（
26
） 

蛍
池
小
学
校「
飛
行
機
に
よ
る
爆
音
調
査
統
計
表
」一
九
五
三
年
一
〇
月（『
昭
和
二
十
八
年 

基
地
問
題
対
策
特
別
委
員
会
一
件
書
類
』一
九
五
三

年
、
豊
中
市
議
会
事
務
局
所
蔵
）。

（
27
） 『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
三
年
一
〇
月
一
四
日
及
び『
神
戸
新
聞　

地
方
版
』一
九
五
三
年
一
二
月
一
〇
日
。

（
28
） 

前
掲『
神
戸
新
聞　

地
方
版
』一
九
五
三
年
一
二
月
一
〇
日
。
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（
29
） 『
昭
和
三
十
一
年　

市
政
年
鑑
』豊
中
市
、
一
九
五
七
年
、
一
三
六
頁
。

（
30
） 『
池
田
市
議
会
会
議
録
』一
九
五
二
年
一
二
月
二
七
日
、
池
田
市
役
所
所
蔵
。

（
31
） 

同
右
。

（
32
） 『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
二
年
一
一
月
五
日
。

（
33
） 『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
三
年
一
〇
月
三
日
。

（
34
） 
一
方
で
、
新
条
例
が
売
春
婦
の
市
外
流
出
を
惹
起
し
、
近
隣
自
治
体
に
問
題
を
拡
散
さ
せ
る
要
因
と
も
な
っ
た
こ
と
や
、
新
条
例
の
目
的
は
あ
く

ま
で
市
内
の
風
紀
秩
序
の
改
善
に
あ
り
、
売
春
婦
・
風
俗
業
者
の
救
済
は
視
野
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
35
） 

前
掲
注（
32
）。

（
36
） 「
蛍
池
風
俗
関
係
組
合
連
合
会
」の
名
称
は
筆
者
が
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
中
で
は「
蛍
ヶ
池
基
地
対
策
連
合
会
」「
伊
丹
飛
行
場
周

辺
各
種
組
合
連
合
会
」な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
蛍
池
地
区
を
中
心
と
す
る
風
俗
業
関
係
組
合
の
連
合
組
織
で

あ
り
、
同
一
人
物
が
会
長
を
務
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
は
同
じ
組
織
＝
蛍
池
地
区
組
合
連
合
会
と
考
え
て
問
題
な
い
。

（
37
） 『
週
刊
北
摂
朝
日
』一
九
五
三
年
九
月
一
三
日
。
箕
面
市
役
所
所
蔵
。
箕
面
市
役
所
所
蔵
資
料
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
箕
面
市
総
務
部
総
務
室
に

お
世
話
に
な
っ
た
。『
週
刊
北
摂
朝
日
』は
、
池
田
市
を
拠
点
と
し
て
五
一
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
た
地
域
新
聞
で
あ
る
。
社
長
は
元
大
阪
朝
日
新
聞

記
者
の
横
山
精
一
が
務
め
た
。

（
38
） 

宮
之
前
地
区
旅
館
組
合「
陳
情
書
」一
九
五
四
年
一
月
三
〇
日（『
風
紀
取
締
条
例
制
定
に
関
す
る
書
類
綴
』一
九
五
四
年
、
池
田
市
役
所
所
蔵
）。

（
39
） 

前
掲
注（
32
）。

（
40
） 『
昭
和
二
十
八
年 

委
員
会
々
議
録
』一
九
五
三
年
、
豊
中
市
議
会
事
務
局
所
蔵
。

（
41
） 『
豊
中
市
議
会
会
議
録
』一
九
五
三
年
九
月
一
四
日
、
豊
中
市
議
会
事
務
局
所
蔵
。

（
42
） 『
池
田
市
議
会
会
議
録
』一
九
五
三
年
一
二
月
二
一
日
、
池
田
市
役
所
所
蔵
。

（
43
） 『
池
田
市
議
会
会
議
録
』一
九
五
四
年
二
月
一
六
日
、
池
田
市
役
所
所
蔵
。

（
44
） 

前
掲『
豊
中
市
議
会
史　

記
述
編
』、
五
二
三
頁
。

（
45
） 『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
三
年
八
月
一
二
日
。

24



戦後地域社会における基地問題の生成と展開

（
46
） 『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
三
年
八
月
二
八
日
及
び『
神
戸
新
聞 

地
方
版
』一
九
五
三
年
八
月
二
九
日
。

（
47
） 

Ｒ
・
デ
ィ
カ
ー
ブ「
米
国
軍
事
基
地
区
域
内
に
お
け
る
公
衆
道
徳
問
題
」一
九
五
三
年
一
〇
月
七
日（
前
掲『
昭
和
二
十
八
年 

基
地
問
題
対
策
特
別

委
員
会
一
件
書
類
』）。
デ
ィ
カ
ー
ブ
は
当
時
の
伊
丹
航
空
基
地
部
隊
司
令
官
で
、
階
級
は
空
軍
中
佐
で
あ
る
。

（
48
） 『
神
戸
新
聞　

地
方
版
』一
九
五
三
年
八
月
二
九
日
。

（
49
） 『
池
田
市
広
報
』一
九
五
五
年
六
月
二
五
日
及
び『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
五
年
四
月
一
五
日
。

（
50
） 「
伊
丹
飛
行
場
の
軍
事
基
地
と
し
て
の
拡
張
反
対
陳
情
書
」一
九
五
五
年
四
月
一
九
日（『
昭
和
三
十
年　

伊
丹
飛
行
場
拡
張
反
対
特
別
委
員
会
一

件
綴
』豊
中
市
議
会
事
務
局
所
蔵
）及
び「
伊
丹
飛
行
場
拡
張
反
対
陳
情
書
」一
九
五
五
年
五
月
一
二
日（『
池
田
市
広
報
』第
一
一
一
号
、
一
九
五

五
年
六
月
二
五
日
、
池
田
市
役
所
所
蔵
）。

（
51
） 『
伊
丹
市
広
報
』六
〇
号
、
一
九
五
五
年
七
月
一
日
。

（
52
） 『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
五
年
五
月
二
二
日
。

（
53
） 

前
掲『
昭
和
三
十
年　

伊
丹
飛
行
場
拡
張
反
対
特
別
委
員
会
一
件
綴
』、『
昭
和
三
十
一
年　

伊
丹
飛
行
場
拡
張
反
対
特
別
委
員
会
一
件
綴
』及
び『
豊

中
市
市
議
会
会
議
録
』一
九
五
五
〜
五
七
年
。
い
ず
れ
も
豊
中
市
議
会
事
務
局
所
蔵
。
三
市
の
足
並
み
の
乱
れ
を
反
映
し
て
か
、
期
成
同
盟
の
陳

情
書（
前
掲
注（
50
））も
、
軍
事
基
地
と
し
て
の
拡
張
に
反
対
す
る
一
方
で
、
そ
の
他
の
用
途
・
目
的
に
基
づ
く
拡
張
の
是
非
に
は
言
及
し
て
い

な
い
。

（
54
） 

豊
中
市
婦
人
連
絡
協
議
会
は
、
拡
張
反
対
の
署
名
運
動
を
行
っ
て
い
る（『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
五
年
五
月
一
五
日
）。
ま
た
、
五
五
年

五
月
二
〇
日
に
は
拡
張
反
対
の
陳
情
書
を
市
議
会
に
提
出
し
て
い
る（
前
掲『
昭
和
三
十
年 

伊
丹
飛
行
場
拡
張
反
対
特
別
委
員
会
一
件
綴
』）。

（
55
） 『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
五
年
六
月
一
二
日
。

（
56
） 『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
六
年
一
一
月
一
九
日
。

（
57
） 

以
下
、
本
段
落
中
の
叙
述
・
引
用
は
蛍
池
風
俗
関
係
組
合
連
合
会「
伊
丹
基
地
拡
張
賛
成
趣
意
書
」（
前
掲『
昭
和
三
十
年 

伊
丹
飛
行
場
拡
張
反
対

特
別
委
員
会
一
件
綴
』）に
よ
る
。
こ
の
文
書
の
作
成
年
月
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
一
九
五
五
年
五
月
頃
と
思
わ
れ
る
。

（
58
） 

大
阪
商
工
会
議
所「
阪
神
国
際
空
港
建
設
に
関
す
る
要
望
」一
九
五
三
年
二
月
一
八
日（
前
掲『
伊
丹
市
史　

第
五
巻
』八
一
〇
―
八
一
一
頁
）。

（
59
） 

大
阪
商
工
会
議
所「
阪
神
国
際
空
港
の
設
置
に
つ
い
て
」一
九
五
三
年
八
月
一
六
日（
前
掲『
伊
丹
市
史　

第
五
巻
』八
一
二
―
八
一
四
頁
）。
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（
60
） 

大
阪
商
工
会
議
所
・
神
戸
商
工
会
議
所「
阪
神
国
際
空
港
早
期
実
現
に
関
す
る
お
願
い
」一
九
五
七
年
二
月
一
一
日（
前
掲『
昭
和
三
十
一
年　

伊

丹
飛
行
場
拡
張
反
対
特
別
委
員
会
一
件
綴
』）。

（
61
） 

前
掲『
新
修
豊
中
市
史
』第
二
巻
、
六
三
四
―
六
三
五
頁
及
び
前
掲『
伊
丹
市
史
』第
四
巻
、
七
二
九
頁
。

（
62
） 「
豊
中
・
池
田
・
伊
丹
三
市
伊
丹
飛
行
場
拡
張
反
対
期
成
同
盟
会
々
議
」一
九
五
七
年
四
月
一
二
日（
前
掲『
昭
和
三
十
一
年　

伊
丹
飛
行
場
拡
張

反
対
特
別
委
員
会
一
件
綴
』）。

（
63
） 「
飛
行
場
拡
張
反
対
対
策
特
別
委
員
会
議
事
録
」一
九
五
七
年
七
月
四
日（
前
掲『
自
昭
和
三
十
二
年
九
月
至
昭
和
三
十
三
年
十
一
月 

国
際
空
港
対

策
特
別
委
員
会
一
件
綴
』）。

（
64
） 『
豊
中
市
議
会
会
議
録
』一
九
五
七
年
九
月
二
七
日
、
豊
中
市
議
会
事
務
局
所
蔵
。

（
65
） 『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
七
年
一
〇
月
四
日
。

（
66
） 

前
掲『
豊
中
市
議
会
史　

記
述
編
』、
五
三
二
頁
。

（
67
） 『
朝
日
新
聞　

大
阪
版
』一
九
五
七
年
一
〇
月
二
日
及
び
前
掲
注『
豊
中
市
議
会
史　

記
述
編
』、
五
三
二
―
五
三
三
頁
。

（
68
） 

伊
丹
市「
大
阪
空
港
拡
張
整
備
計
画
に
関
す
る
補
償
要
望
書
」・
豊
中
市「
大
阪
空
港
拡
張
整
備
計
画
に
関
す
る
補
償
要
望
書
」い
ず
れ
も
一
九
五

九
年
三
月
三
一
日（『
伊
丹
飛
行
場
関
係
綴
』、
兵
庫
県
所
蔵
）。
兵
庫
県
所
蔵
資
料
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
兵
庫
県
企
画
県
民
部
文
書
課
に
お
世

話
に
な
っ
た
。

（
69
） 

西
桑
津
地
区「
陳
情
書
」一
九
五
八
年
八
月
二
〇
日
、
西
桑
津
自
治
会
文
書
、
伊
丹
市
立
博
物
館
寄
託
。
同
文
書
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
伊
丹

市
立
博
物
館
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

（
70
） 「
伊
丹
空
港
協
会
第
5
回
運
営
委
員
会
議
事
録
」一
九
六
〇
年
二
月
三
日（
前
掲『
伊
丹
飛
行
場
関
係
綴
』）。

（
71
） 

伊
丹
空
港
協
会「
豊
中
・
伊
丹
両
市
の
公
害
補
償
要
求
に
対
す
る
杉
会
長
の
方
針
に
つ
い
て
」一
九
六
〇
年
一
月
二
七
日（
前
掲『
伊
丹
飛
行
場
関

係
綴
』）。

（
72
） 

伊
丹
空
港
協
会「
最
近
の
地
元
情
勢
」一
九
六
〇
年
三
月
一
〇
日（
前
掲『
伊
丹
飛
行
場
関
係
綴
』）。

（
73
） 

伊
丹
空
港
協
会「
大
阪（
伊
丹
）国
際
空
港
整
備
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
」一
九
六
〇
年
一
月
二
二
日（
前
掲『
伊
丹
飛
行
場
関
係
綴
』）。

（
74
） 

な
お
、
拡
張
予
定
区
域
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
池
田
市
は
、
市
議
会
に
空
港
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
騒
音
補
償
を
進
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
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戦後地域社会における基地問題の生成と展開

て
い
る（
前
掲『
新
修
池
田
市
史
』第
四
巻
、
三
六
三
―
三
六
四
頁
）。

（
75
） 

以
下
、
本
段
落
中
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、
前
掲『
新
修
豊
中
市
史
』第
二
巻
、
六
三
五
―
六
四
三
頁
に
よ
る
。

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
）
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SUMMARY

Formation and Deployment of the Base Problems in the Post-war Community
―�e Case of Itami Air Base and the Surrounding Area―

Yutaro Motoi

�e purpose of this paper is to examine the base problem in the surround-
ing area of Itami Air Base (Toyonaka City Osaka Prefecture,Ikeda City Osaka 
Prefecture, and Itami City Hyogo Prefecture) a�er the WWⅡ (from the defeat 
of Japan to early 1960s). �rough this work, I would like to provide a point to 
study the history of the base and the community.

In the surrounding area of Itami Air Base, the expansion of the base site had 
become a serious problem. But besides this, various problems had happened in this 
area―such as aircra� noise and rampant prostitution. In communities where there 
was a base, these base problems had expanded implicating one another. In addi-
tion, various organizations and groups were concerned with the base problems. 
In the present case, a municipal assembly, farmers, educational groups, women’s 
organizations, the business community of Hanshin district and labor union were 
concerned with the base problems. It is necessary to elucidate the mutual relations 
of these groups, in order to grasp the base problems in this region generally.

Finally I would like to mention e�ective point of view in examining a base 
problem historically. The first point is the economic movement. These base 
expansion theory as the economic promotion plan that the Hanshin business 
community advocated gained power so as to drive an anti-expansion movement 
into the failure. Like the present case, it is especially important that we pay more 
attention to such a movement in the example to start again as a civil airport a�er 
the return of the base. �e second is the resident’s campaign. Like the anti-mil-
itary base movement by the labor union, we cannot deny that the present case 
had the character of a peace movement. But it was a claim of the life protection 
that was the most mainstream there when we recapture a series of the progress 
in line with the three cities and residents. By setting this viewpoint and perform-
ing analysis in line with the regional fact, it will be enabled to reconsider the 
conventional image that the history of the postwar social movement had.
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